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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

    

本研究は，混合伝導性を有する酸化セリウム（セリア）に各種多価元素を添加することで，表面

酸素交換反応の活性が高く，高い導電性を有する電極構成材料の開発を行ったものである．セリア

への固溶度が低いマンガンや鉄においてはそれ自身が触媒として働き，固溶するユーロピウムなｄ

の場合は価数変化を示さない条件下でセリアはイオン伝導体となるが，表面酸素交換活性を低下さ

せるシリコン不純物と反応するランタンは表面活性を回復させる効果があることを明らかにした．

次世代の固体酸化物形燃料電池の電極材料設計指針に関する重要な知見を得たものとして，水素工

学上，価値ある業績であると認める． 


